
【感染症発生動向調査事業から】
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 川崎市では、６月下旬から手足口病の大きな流行がみられており、令和６年

第３１週（７月２９日～８月４日）の定点当たり報告数は８．５１人と減少し

たものの、依然として流行は続いています。 

手足口病の典型的な症状は、手や足、口等にみられる水疱性の発しんです。

主な病原体はコクサッキーウイルスやエンテロウイルスであり、令和６年に健

康安全研究所に搬入された検体からは、コクサッキーウイルスＡ６型（ＣＡ６）

が多く検出されています。ＣＡ６に感染すると、典型的な症状以外にも大腿部

や臀部等に通常より大きな皮しんがみられることがあります。症状が似ている

疾患もあるため、日頃から周囲の流行状況を確認するとともに、お子さんの体

に皮しんがみられた際は、早めに医療機関を受診しましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第３１週報告数第１位 手足口病～手、足、口以外の発しんにも御注意ください！～ 

令和６年７月２９日（月）～令和６年８月４日（日）〔令和６年第３１週〕の感染症発生状況 

第３１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）ヘルパンギーナでした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は８．５１人と前週（１２．８１人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は８．３５人と前週（９．００人）から横ばいでした。 

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は３．１６人と前週（４．２２人）から減少しましたが、例年より高いレベルで推移しています。

第３１週報告数第３位 

第３１週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年８月６日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市における手足口病の発生状況（５年間） 

主な病原体：コクサッキーウイルスＡ６型及びＡ１６ 

型、エンテロウイルスＡ７１型等 

感染経路：飛沫感染、接触感染、糞口感染 

好発年齢：２歳以下が半数を占める。 

潜伏期間：３～５日 

典型的な症状：軽度の発熱、手掌、足底・足背 

及び口腔内の粘膜などに水疱性 

の発しん 
※手足口病の発症後、数週間後に爪が剥がれ落ちる

症例（爪甲脱落症）が報告されていますが、新し 
い爪が生えれば元に戻るとされています。 

流行発生警報基準値 

手足口病とは？ 

【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第３２週報告数第１位 帰国後の体調不良に御注意ください！ 

夏休みに海外旅行をされた方、される予定の方も多くいらっしゃると思いま

す。帰国後に発熱や下痢等の体調不良を訴えるケースは比較的多いとされてお

り、ほとんどは数日で軽快しますが、思わぬ感染症にり患している可能性もあ

ります。帰国後、数週間程度は体調を確認し、体調不良や症状の悪化がみられ

た場合は、事前に医療機関に電話等で相談の上、受診を検討しましょう。また、

受診の際は症状だけでなく、渡航先、渡航期間、旅行中の行動等に加え、ワク

チンの接種歴も必ず伝えましょう。

令和６年 8 月５日（月）～令和６年８月１１日（日）〔令和６年第３２週〕の感染症発生状況 

第３２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）手足口病 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は７．３８人と前週（８．３５人）から減少しました。 

手足口病の定点当たり患者報告数は６．９１人と前週（８．５１人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．５７人と前週（２．６８人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

第３２週報告数第３位 

第３２週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年８月１４日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

【旅行中の行動】 
□生の水又は川や湖の水を飲んだ。 □蚊又は何らかの虫に刺された。
□氷入りの飲み物を飲んだ。 □ダニに咬まれた。
□加熱されていない食物を食べた。 □動物に咬まれた、触った。
□屋台の食品を食べた。 □周囲に体調の悪い人がいた。
□湖や川の中に入った（水に触った）。 □現地で治療を受けた。

医療機関受診前のチェックリスト 

発熱がある場合 
□熱が上がったり下がったり

している。
□高熱（又は微熱）がずっと

続いている。
・発熱はいつ頃から（ 月 日） 

【発熱をきたす感染症】
麻しん、デング熱、マラリア等 

皮膚の異常がある場合 
□できものがある。
□発しんがある。
□水膨れがある。
□化膿している。
・皮膚の異常はいつ頃から（ 月 日） 

【皮膚の異常をきたす感染症】
麻しん、風しん、デング熱等 

下痢がある場合 
・下痢の性状は（□水のよう、

□泥状、□軟便、□血便）
・下痢の回数は１日に

（□１０回以上、□１０回未満） 
・下痢はいつ頃から（ 月 日）

【下痢をきたす感染症】
細菌性赤痢、コレラ等 

厚労働省検疫所（FORTH）ホームページ 「医療機関受診前のチェックリスト」から抜粋 

127



【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第３３週報告数第１位 腸管出血性大腸菌感染症の報告数が急増しました！ 

 腸管出血性大腸菌感染症は腹痛や下痢、血便等の消化器症状を引き起こす感

染症で、特に夏場は食中毒の原因にもなります。川崎市における令和６年の報

告数は、週０〜２件と例年と比べてやや低いレベルで推移していましたが、第

３３週（８月１２日～１８日）は５件の報告があり、急激に増加しました。 

腸管出血性大腸菌は牛等の家畜の腸管内に常在するため、肉類は菌に汚染さ

れている可能性があります。感染を防ぐためには、食材を十分に加熱（中心部

の温度７５℃で１分間以上）し、生肉や加熱不十分な肉類の喫食を避けること

が重要です。また、腸管出血性大腸菌は、汚染された人の手や調理器具等を介

して感染することもあります。食品を取り扱う際は、手洗いや調理器具の洗浄

等、食中毒予防の３原則（つけない・増や 

さない・やっつける）を徹底しましょう。 

令和６年８月１２日（月）～令和６年８月１８日（日）〔令和６年第３３週〕の感染症発生状況 

第３３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）手足口病 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は５．６８人と前週（７．４９人）から減少しました。 

手足口病の定点当たり患者報告数は５．５０人と前週（６．７８人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．１８人と前週（２．５０人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

第３３週報告数第３位 

第３３週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年８月２０日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

 
食中毒予防の３原則 

川崎市における腸管出血性大腸菌感染症発生状況 
-令和６年（第３３週まで）と過去５年間平均の比較-
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【感染症発生動向調査事業から】
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マイコプラズマ肺炎は、かつては数年周期で大きな流行がみられていました

が、川崎市では平成２７年の流行を最後に患者報告数は減少し、近年では新型

コロナウイルス感染症の流行による影響を受けて、報告はほとんどみられなく

なりました。しかし、令和６年に入り再び報告数が増加しています。

マイコプラズマ肺炎の主な症状は、発熱やだるさ、頭痛、乾いた咳であり、

熱が下がった後も咳が３～４週間程度続くのが特徴です。多くは軽症のまま回

復しますが、肺炎を合併し入院が必要となることもあります。飛沫及び接触に

より感染するため、特に家庭内や集団施設内では感染のリスクが高いといわれ

ています。咳等の症状がある場合は、マスクの着用や咳エチケット等の予防対

策の徹底を心がけましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第３４週報告数第１位 今、気をつけたい感染症～マイコプラズマ肺炎～ 

令和６年８月１９日（月）～令和６年８月２５日（日）〔令和６年第３４週〕の感染症発生状況 

第３４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）手足口病 ３）感染性胃腸炎でした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は４．８３人と前週（５．６２人）から横ばいでした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は４．０８人と前週（５．５０人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．２５人と前週（１．３６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第３４週報告数第３位 

第３４週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年８月２７日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市におけるマイコプラズマ肺炎の発生状況 
平成２６年第１週～令和６年第３４週 病 原 体：肺炎マイコプラズマ 

感染経路：飛沫感染、接触感染 

潜伏期間：２～３週間 

主な症状：発熱、だるさ、頭痛、乾いた咳 

好発年齢：１４歳以下が約８割を占める。 

治  療：抗菌薬の投与等 
予防対策 

マイコプラズマ肺炎とは？

マスクの着用 手指衛生 咳エチケット 
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【感染症発生動向調査事業から】
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エムポックスは、かつてはサル痘と呼ばれていた感染症で、エムポックスウ

イルスを保有する動物や人との接触等で感染します。現在、アフリカを中心に

急速に感染が拡大しており、世界保健機関（ＷＨＯ）が再び「国際的に懸念さ

れる公衆衛生上の緊急事態（ＰＨＥＩＣ）」を宣言しました。

エムポックスウイルスには複数の型があり、令和４年には欧米を中心にクレ

ードⅡ（西アフリカ型）と呼ばれる型が流行しましたが、今年はより重症化し

やすいとされるクレードⅠ（コンゴ盆地型）が流行しています。 

エムポックスは、水疱性の発しんが出現し、

水痘等との鑑別が難しい疾患です。流行国に滞 

在歴がある方で、発しん等の症状が出現した場 

合は、医療機関に御相談ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第３５週報告数第１位 知っていますか？～エムポックス～ 

令和６年８月２６日（月）～令和６年９月１日（日）〔令和６年第３５週〕の感染症発生状況 

第３５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は７．３８人と前週（４．０８人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は６．１１人と前週（４．８３人）から横ばいでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．７６人と前週（２．２５人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第３５週報告数第３位 

第３５週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年９月３日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

エムポックスとは？
【感染経路】 
感染した動物や人の血液、体液、皮膚病変部との接触により感染 

【潜伏期間】 
５～２１日間（通常７～１４日間） 
【主な症状】 
発熱やリンパ節の腫脹が数日持続した後、顔面を中心に水疱性の

発しんが出現（手のひらや足底、性的接触部位等にも出現） 

【経過】 

２～４週間で自然に軽快 

※小児や妊婦、免疫不全の方は重症化に注意が必要 AfricaCDC Mpox Situation in Africa より抜粋 

アフリカにおけるエムポックスの報告数
（２０２４年１月１日～８月２５日） 

・
・

・

・
・・

・

No mpox cases 
reported 

1-<100 

100-<1,000 

>1,000 

【感染症発生動向調査事業から】
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 川崎市における令和６年第３６週（９月２日～９月８日）の伝染性紅斑の患

者報告数が定点当たり２．１９人となり、平成３０年以来６年ぶりに流行発生

警報基準値（定点当たり２．００人）を超えました。区別では、宮前区が定点

当たり５．３３人と最も多く、次いで幸区が３．２５人となっています。また、

年齢階級別では、３歳～５歳の報告が半数以上を占めていました。 

 伝染性紅斑は、かぜ様症状で発症し、両頬に特徴的な紅い発しんが出現する

疾患です。予後は良好ですが、妊婦が感染すると胎児に浮腫が生じる胎児水腫

等を引き起こす可能性があるため、妊娠 

中は、かぜ様症状がみられるお子さんと 

の接触を極力避けましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第３６週報告数第１位 伝染性紅斑の流行発生警報が発令されました！ 

令和６年９月２日（月）～令和６年９月８日（日）〔令和６年第３６週〕の感染症発生状況 

第３６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は８．９５人と前週（７．３８人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は６．３０人と前週（６．１１人）から横ばいでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．１９人と前週（２．７６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第３６週報告数第３位 

第３６週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年９月１０日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市における伝染性紅斑発生状況（５年間） 

川崎市における伝染性紅斑分布マップ（第３６週）

妊娠中の方は要注意！ 

  

流行発生警報基準値 

妊娠中（特に妊娠初期）に伝染性紅斑に感染 
すると、胎児の心機能が低下し、胸や腹等に水 
がたまる胎児水腫を引き起こすことがあります。 
また、流産や死産の原因となることもあります。 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 
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【感染症発生動向調査事業から】
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ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）は、感染すると皮膚に良性の腫瘍やいぼ

ができたり、子宮頸がんの原因となることがあります。ＨＰＶワクチンは、子

宮頸がんを予防するためのワクチンであり、我が国では小学校６年生相当から

高校１年生相当の女子を対象に、定期予防接種を実施しています。 

また、現在、定期接種期間内に接種を逃した平成９年度～平成１９年度生ま

れの女子を対象にキャッチアップ接種が行われており、公費接種の期限は令和

７年３月３１日です。期間内に接種を完了するには、令和６年９月末までに１

回目の接種を受けることが望ましいため、接種を希望される方は早めに接種を

お願いします。 

今、何の病気が流行しているか！

第３７週報告数第１位 ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種を忘れずに！ 

令和６年９月９日（月）～令和６年９月１５日（日）〔令和６年第３７週〕の感染症発生状況 

第３７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は９．９５人と前週（８．９５人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は４．９０人と前週（６．３０人）から減少しました。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．１１人と前週（３．１９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第３７週報告数第３位 

第３７週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年９月１８日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

対象者：接種日時点で川崎市に住民登録がある、平成

９年度～平成１９年度生まれの女子で、過去

に子宮頸がん予防ワクチンを合計３回受けて

いない方 

実施期間：令和４年４月１日～令和７年３月３１日 

接種ワクチン：ＨＰＶワクチン  
 サーバリックス（２価ワクチン） 
 ガーダシル（４価ワクチン）
 シルガード９（９価ワクチン）

接種費用：無料 

＊詳細は川崎市ホームページ「ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染症 

（子宮頸がんワクチン）の予防接種について」をご覧ください。 

川崎市ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種について 

厚生労働省 ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの接種を逃した方へ 
～キャッチアップ接種のご案内～ より作成 

 いずれも、１年以内に接種を終えることが望ましい。 

 シルガード®９は、１５歳未満はスケジュールが異なる。 

ＨＰＶワクチンの一般的な接種スケジュール

サーバリックス® 

ガーダシル® 

シルガード®９ 

【感染症発生動向調査事業から】
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全国

神奈川県

川崎市

令和６年９月２４日から９月３０日は「結核・呼吸器感染症予防週間」です。 

 川崎市における令和５年の結核罹患率は、令和４年から増加して８．５（人

口１０万対）となり、全国や神奈川県全体を上回っています。結核の初期症状

は咳や発熱等、風邪に似ているため、気が付かないうちに進行することがあり

ます。咳や痰が２週間以上続く場合は、早めに医療機関を受診しましょう。 

 また、秋から冬にかけて流行する呼吸器感染症でも発熱や咳はみられます。

呼吸器感染症の多くは飛沫感染や接触感染で広がるため、手洗いや咳エチケッ

ト等の基本的な感染対策を徹底しましょう。なお、ワクチンが有効な疾患もあ

りますので、対象となる方は接種を御検討ください。

今、何の病気が流行しているか！

第３８週報告数第１位 ９月２４日～３０日は「結核・呼吸器感染症予防週間」です！ 

令和６年９月１６日（月）～令和６年９月２２日（日）〔令和６年第３８週〕の感染症発生状況 

第３８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１０．２５人と前週（９．９５人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は４．１２人と前週（４．９０人）から横ばいでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．６９人と前週（３．１１人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

第３８週報告数第３位 

第３８週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年９月２５日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

全国、神奈川県、川崎市における結核罹患率の年次推移 
－令和元年～令和５年－ 

呼吸器感染症の予防対策 

マスクを正しく 
着用する。 

咳やくしゃみをする時は、ティッシュ・ハン
カチ、上着の内側や袖などで口や鼻を覆う。 

何もせずに 
咳やくしゃみをする。   

咳エチケット 

咳やくしゃみを 
手でおさえる。 

咳エチケットの悪い事例 

マスクの着用 手指衛生 ワクチン接種 
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【感染症発生動向調査事業から】
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 川崎市では令和６年１０月１日から、高齢者を対象としたインフルエンザ及
び新型コロナワクチンの定期予防接種を開始しました。いずれのワクチンも免
疫を獲得するまで２週間程度かかるため、流行前に接種を済ませておくことが
重要です。 

川崎市における令和６年第３９週（９月２３日～２９日）のインフルエンザ
及び新型コロナウイルス感染症の定点当たり報告数は、各０．８９人、３．４３  
人と、現時点では急激な増加はみら 
れていません。しかし、両疾患とも 
例年秋から冬にかけて報告数が増加 
するため、接種対象の方は早めの接 
種を御検討ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第３９週報告数第１位 高齢者対象のインフルエンザ及び新型コロナワクチン定期接種を開始！ 

令和６年９月２３日（月）～令和６年９月２９日（日）〔令和６年第３９週〕の感染症発生状況 

第３９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は９．８４人と前週（１０．２５人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．４３人と前週（４．１２人）から横ばいでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１１人と前週（２．６９人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

第３９週報告数第３位 

第３９週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１０月１日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市におけるインフルエンザ及び 
新型コロナウイルス感染症定点当たり報告数 

（令和５年第１９週～令和６年第３９週） 

 

◆対象者
川崎市内に住民登録のある方で、次の①又は②に 
該当する方

①接種日に６５歳以上の方
②接種日に６０歳～６４歳の方で
・心臓、腎臓、呼吸器の機能障害（障害１級

程度）を有する方
・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

（障害１級程度）を有する方

◆実施期間と回数
令和６年１０月１日から令和７年１月３１日まで
の間に１回

◆接種を受けられる場所
川崎市予防接種個別協力医療機関

◆自己負担金
インフルエンザワクチン：２，３００円（税込）
新型 コロ ナ ワク チン ：３，０００円（税込）

※詳細は川崎市ホームページをご覧ください。

高齢者を対象としたインフルエンザ及び
新型コロナワクチンの定期予防接種

【感染症発生動向調査事業から】
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川崎市における令和６年第４０週（９月３０日～１０月６日）のインフルエ

ンザの定点当たり報告数は１．２８人となり、流行開始の目安である定点当た

り１．００人を超えました。区別では、宮前区が定点当たり３．７０人と最も

多く、次いで川崎区が１．７５人となっています。また、第４０週は宮前区の

小学校においてインフルエンザによる学級閉鎖の報告もありました。

感染を広げないために、手洗いなどの基本的な予防対策を徹底するととも

に、咳エチケットも心がけましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第４０週報告数第１位 インフルエンザの流行期に入りました！

令和６年９月３０日（月）～令和６年１０月６日（日）〔令和６年第４０週〕の感染症発生状況 

第４０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）伝染性紅斑でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は８．８６人と前週（９．８４人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．２６人と前週（３．４３人）から横ばいでした。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．６５人と前週（１．５９人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

第４０週報告数第３位 

第４０週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１０月８日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市におけるインフルエンザ分布マップ 
（令和６年第４０週） 

川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間）

【感染経路】 
 飛沫感染、接触感染 
【潜伏期間】 
 １～３日間 
【主な症状】 
 発熱（通常３８℃以上）、頭痛、関節痛、 
筋肉痛、全身倦怠感等 

【予防対策】 
・ワクチン接種
・マスクの着用
・十分な換気
・手洗いの徹底、手指消毒
・適度な湿度の保持
・人混みや繁華街への外出を控える。
・十分な休養とバランスのとれた食事

インフルエンザとは？

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ） 

流行開始
の目安 
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【感染症発生動向調査事業から】
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 手足口病はコクサッキーウイルスを主な原因とする感染症で、口の中や手足

等に水疱を伴う発しんがみられます。川崎市では、令和６年７月に流行のピー

クとなった後、報告数は一旦減少したものの、流行は終息することなく、第４１

週（１０月７日～１３日）には定点当たり１２．４９人と、再び大きく増加し

ました。また、６月時点で７３．５％と半数以上を占めていた２歳以下の割合

が、１０月には３８．７％と減少しました。一方、３～５歳の割合は、６月に

は１９．９％でしたが、１０月は３６．５％と大幅に増加しました。

手足口病は、接触や飛沫による感染の 

リスクが高いため、保育園等の集団施設

では、手洗いやタオルの共用は避ける等

の予防対策を徹底しましょう。

今、何の病気が流行しているか！

第４１週報告数第１位 手足口病～報告数が再び大きく増加しています！～ 

令和６年１０月７日（月）～令和６年１０月１３日（日）〔令和６年第４１週〕の感染症発生状況 

第４１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１２．４９人と前週（８．８６人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．４１人と前週（２．４６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．３６人と前週（３．２６人）から減少しました。

第４１週報告数第３位 

第４１週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１０月１６日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市における手足口病の発生状況（５年間） 

流行発生警報基準値 

手足口病の予防対策 

流水と石けんで 
十分に手を洗う。 

おむつや排泄物 
の適切な処理 

タオルの共用
は避ける。

川崎市における手足口病の月別年齢別発生状況 
－令和６年６月～１０月－ 

【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第４２週報告数第１位 梅毒の報告数が急増し過去最多に～先天梅毒を防ぎましょう！～ 

 梅毒は、梅毒トレポネーマを病原体とする感染症で、主に性的接触により感

染します。初期には潰瘍や皮しん等の皮膚症状がみられますが、未治療のまま

放置すると心臓や血管等に病変が生じ、時には死に至ることもあります。特に

妊婦が感染した場合、流産、死産となる可能性や、胎児の神経や骨等に異常を

きたす「先天梅毒」を発症する可能性があり、大きな問題となっています。 

川崎市における梅毒の報告数は、令和６年第４２週（１０月１４日～２０日）

に８件と急増しました。年間の報告数は現時点で計１３１件と、感染症法*が

施行された平成１１年以降最多となり、先天梅毒の報告はないものの、妊婦の

感染例はみられています。先天梅毒を防ぐには、妊婦への適切な抗菌薬治療が

重要ですので、感染が疑われる場合はすぐに医療機関を受診しましょう。 

令和６年１０月１４日（月）～令和６年１０月２０日（日）〔令和６年第４２週〕の感染症発生状況 

第４２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）伝染性紅斑 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１１．８４人と前週（１２．４９人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．８１人と前週（２．１１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１４人と前週（２．４１人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

第４２週報告数第３位 

第４２週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１０月２２日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

先天梅毒とは？ 

【症状】 
出生時は無症状のことが多い。 
・早期先天梅毒（生後数か月以内に発症）

皮膚症状、肝脾腫、骨軟骨炎等
・晩期先天梅毒（生後約２年以降に発症）

角膜内部の炎症、感音性難聴、歯牙変形等
【予防】 

定期的な妊婦健診、疑わしい症状がある場合 
の検査、早期治療、妊娠中の安全な性交渉 

【治療】 
抗菌薬治療 

川崎市における梅毒発生状況 
－令和６年（第４２週まで）と過去５年間平均の比較－ 

*感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 
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【感染症発生動向調査事業から】
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489件

108件 34件 11件 15件 52件

マイコプラズマ肺炎は、肺炎マイコプラズマを病原体とする細菌感染症で、

発熱やだるさ、頭痛、乾いた咳等の症状がみられます。熱が下がった後も咳が

数週間程度続き、肺炎を合併して入院が必要となることもあります。 

マイコプラズマ肺炎の患者は約８割が１４歳以下とされており、家庭内に加

え、保育園や小学校等の集団施設においても、飛沫や接触により感染が広がる

ことがあります。令和２年以降は新型コロナウイルス感染症の流行による影響

を受けて、集団施設での報告はほとんどみられていませんでしたが、令和６年

は６月以降報告数が大きく増加し、１０月中旬には学級閉鎖もみられました。

手洗いやタオル等の共用を避ける、咳エチケット等の対策が有効ですので、可

能な限り予防対策の徹底を心がけましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第４３週報告数第１位 小児の感染が増えています！～マイコプラズマ肺炎～ 

令和６年１０月２１日（月）～令和６年１０月２７日（日）〔令和６年第４３週〕の感染症発生状況 

第４３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）伝染性紅斑 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は９．５１人と前週（１１．８４人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．２２人と前週（２．８１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．８６人と前週（１．５９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第４３週報告数第３位 

第４３週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１０月２９日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市内の集団施設におけるマイコプラズマ感染症による 
欠席者の発生状況－令和元年１月～令和６年９月－ 

咳エチケット
の徹底 

流水と石けん 
による手洗い 

大人は 
マスク着用 

マイコプラズマ肺炎の予防対策
※一般的な飛沫・接触感染の予防対策と同様です。

タオル等の 
共用は避ける 

【感染症発生動向調査事業から】

 

 

   

 

 

                                      

 

 

0

2

4

6

8

10

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

1

2

3

4

5

6

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

伝染性紅斑発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

手足口病発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

2

4

6

8

10

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

報
告
数
（件
）

 令和６年第４４週（１０月２８日～１１月３日）に川崎市内でボツリヌス症

の報告が１件ありました。全国的にボツリヌス症の報告は稀で、年間数件しか

みられません。市内でも令和３年以来３年ぶりの発生となりました。 

 ボツリヌス症は、ボツリヌス菌等が産生する毒素により麻痺を引き起こす疾

患で、成人では主に毒素に汚染された食品の喫食により感染します（食餌性ボ

ツリヌス症）。過去には真空パック詰食品を原因とする事例もあり、パックが

膨らんでいたり、開封時に変なにおいがする場合は食べないことが重要です。 

 また、１歳未満の乳児ではハチミツ 

の摂取を原因とする乳児ボツリヌス症 

がよく知られているので、乳児にハチ 

ミツ及びハチミツを含む食品を食べさ

せないようにしましょう。

今、何の病気が流行しているか！

第４４週報告数第１位 知っていますか？～ボツリヌス症～ 

令和６年１０月２８日（月）～令和６年１１月３日（日）〔令和６年第４４週〕の感染症発生状況 

第４４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）伝染性紅斑 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は８．７０人と前週（９．５１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．３５人と前週（２．２２人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．３０人と前週（１．８６人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

第４４週報告数第３位 

第４４週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１１月６日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

食餌性ボツリヌス症は、ボツリヌス菌が食品内
で産生した毒素を摂取することで発症します。ボ
ツリヌス菌は酸素の少ない状態で毒素を産生す
るため、真空パック詰食品や缶詰等が原因となり
ます。真空パックや缶詰が膨張していたり異臭が
ある場合は、食べないようにしましょう。

食餌性ボツリヌス症とは？ 

乳児ボツリヌス症とは？ 

乳児は腸内細菌の性状が成人と異なるため、乳
児の腸内ではボツリヌス菌が増殖し、毒素を産生
することがあります。そのため、ハチミツに混入
したボツリヌス菌を乳児が摂取すると発症する
ことがあるので、乳児はハチミツ及びハチミツを
含む食品の摂取を避ける必要があります。 

全国におけるボツリヌス症発生状況 
－平成２７年第１週～令和６年第４３週－ 
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 伝染性紅斑は一般的には「リンゴ病」と呼ばれ、両頬に特徴的な紅い発しん

が現れる疾患です。今年は、大きな流行がみられた平成３０年と同程度の流行

が続いており、第４５週（１１月４日～１０日）は中原区、高津区及び宮前区

で流行発生警報基準値（定点当たり２．００人）を超えています。 

 予後は良好ですが、妊婦が感染すると胎児に浮腫が生じる胎児水腫や流産 

等を引き起こすことがあります。両頬や四肢に発しんが現れる頃には感染力は

消失していますが、発しん出現前のかぜ 

様症状がみられる時期に感染力が最も強 

くなります。妊娠中の方はかぜ様症状が 

みられるお子さんとの接触を極力避けま 

しょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第４５週報告数第１位 流行が続いています！～伝染性紅斑～ 

令和６年１１月４日（月）～令和６年１１月１０日（日）〔令和６年第４５週〕の感染症発生状況 

第４５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）伝染性紅斑でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は６．１９人と前週（８．７０人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１９人と前週（２．０８人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は１．９７人と前週（２．３５人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

第４５週報告数第３位 

第４５週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１１月１２日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

妊娠中の方は要注意！ 

妊娠中（特に妊娠初期）に伝染性紅斑に感染 
すると、胎児の心機能が低下し、腹水や胸水が 
たまる胎児水腫を引き起こすことがあります。 
また、流産や死産の原因となることもあります。 

川崎市における伝染性紅斑分布マップ（第４５週） 

川崎市における伝染性紅斑の発生状況 
平成２６年第１週～令和６年第４５週

【感染症発生動向調査事業から】
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 腸管出血性大腸菌感染症は、強い毒素を産生する大腸菌を原因とする感染症

です。主に夏季に流行しますが、今年は１０月以降も報告が続いています。 

 腸管出血性大腸菌は牛等が腸管内に保菌しているため、肉類の喫食には注意

が必要です。感染を防ぐためには、食材を十分に加熱（中心部の温度７５℃で

１分間以上）し、生肉や加熱不十分な肉類の喫食は避けましょう。 

また、国立感染症研究所が発行している 

ＩＤＷＲ*によると、韓国で喫食したユッケ 

や生レバーが原因と推定される事例が増加 

しているとのことです。生食用牛肉の提供 

の法規制は国や地域により異なりますが、 

生肉の摂取が感染リスクとなることは変わ 

りません。渡航先でも肉類は十分に加熱し 

てから食べることが重要です。 

今、何の病気が流行しているか！

第４６週報告数第１位 腸管出血性大腸菌感染症にも御注意を！ 

令和６年１１月１１日（月）～令和６年１１月１７日（日）〔令和６年第４６週〕の感染症発生状況 

第４６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）伝染性紅斑 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は４．５４人と前週（６．１９人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は３．３０人と前週（１．９７人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．８６人と前週（２．１９人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

第４６週報告数第３位 

第４６週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１１月１９日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市における腸管出血性大腸菌感染症発生状況 
-令和６年（第４６週まで）と過去５年間平均の比較-

【焼肉・バーベキュー等を楽しむために～トングとお箸の使い分け～】

①生肉をトングでつかみ、
網に乗せる。

②片面が焼けたら、トング
を使って肉を裏返す。 

③肉をよく焼き、箸を
使って取り上げる。 

よく噛んで 
食べましょう。 

川崎市ホームページ：「食中毒の予防について」より作成 

* 感染症発生動向調査週報 
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百日咳は年齢を問わず感染する疾患ですが、成人は軽症の場合が多く、気が

付かないまま感染源となることがあります。特に生後６か月以下の乳児は重症

化しやすく、死亡する可能性もあるため、感染を防ぐことが重要です。 

川崎市では、今年は６月以降、百日咳の報告数が急増しており、特に０～９

歳の割合が５９．６％と、昨年（４７．６％）より増加しています。 

百日咳菌の気道からの排出は、咳症状が現れてから約３週間持続しますが、

早期に適切な抗菌薬を使用することで排 

菌期間が短くなり、感染拡大を防ぐこと 

ができます。咳が続く場合は早めに医療 

機関を受診しましょう。 

川崎市における百日咳の発生状況 
令和２年第１週～令和６年第４７週 

今、何の病気が流行しているか！

第４７週報告数第１位 百日咳が流行中～乳児への感染を防ぎましょう！～ 

令和６年１１月１８日（月）～令和６年１１月２４日（日）〔令和６年第４７週〕の感染症発生状況 

第４７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）伝染性紅斑 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は３．５７人と前週（４．５４人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．８６人と前週（３．３０人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．７３人と前週（２．８６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第４７週報告数第３位 

第４７週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１１月２６日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

【病原体】 
百日咳菌 

【感染経路】 
咳やくしゃみ等による飛沫感染、接触感染 

【主な症状】 
①カタル期：５～１０日間の潜伏期間の後、かぜ様症状で

始まり、次第に咳の回数が増えて程度も激しくなる。
②痙咳期：短く激しい咳が連続して起こり、息を吸う時に

笛のような音が出る咳発作がみられる。
③回復期：激しい咳が消失した後も、発作性の咳が継続する。 

【予防方法】
百日咳含有ワクチンの接種（５種混合ワクチン等）

百日咳とは 

川崎市における百日咳の年齢階級別発生状況 
令和６年第１週～令和６年第４７週 

【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第４８週報告数第１位 水痘（水ぼうそう）の報告数が急増しました！ 

水痘は、水痘帯状疱しんウイルスに初めて感染した際に発症する感染症で
す。川崎市における水痘の定点当たり報告数は令和６年第４８週（１１月２５
日～１２月１日）に０．５９人となり、前週（０．１６人）から大幅に増加し
ました。 

水痘の予防にはワクチンが有効であり、平成２６年１０月から小児の水痘ワ
クチンが定期接種化されています。しかし、中学生の一部や高校生は定期接種
化される前の世代であり、水痘に対する免疫が不十分な方もいらっしゃるた
め、学校等の集団施設での流行状況には注意が必要です。さらに、免疫がない
成人が感染すると、肺炎等を合併し重症化しやすいといわれています。

水痘ワクチンの接種機会がなく、 
り患歴もない方は、任意接種も可能 
ですので、必要な場合は医療機関に 
相談しましょう。 

令和６年１１月２５日（月）～令和６年１２月１日（日）〔令和６年第４８週〕の感染症発生状況 

第４８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）伝染性紅斑 ３）感染性胃腸炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は６．３１人と前週（２．６２人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は４．０５人と前週（２．８６人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．４９人と前週（２．７３人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

第４８週報告数第３位 

第４８週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１２月３日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

【病原体】 
水痘帯状疱しんウイルス（ＶＺＶ） 

【感染経路】 
空気感染、飛沫感染、接触感染 

【潜伏期間】 
２週間程度（１０～２１日） 

【症状】 
発しん、３８度前後の発熱、かゆみ等  
※成人期の初感染は重症化しやすく、水痘肺炎等の

合併症を伴い入院が必要となることもあります。

【予防対策】 
水痘ワクチンの接種 

水痘とは？ 

川崎市における水痘発生状況（５年間） 
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【感染症発生動向調査事業から】
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流行発生注意報基準値

 川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和６年第４９週
（１２月２日～８日）に１１．４１人となり、流行発生注意報基準値（定点当
たり１０．００人）を超えました。区別では、宮前区が定点当たり１７．５０
人と最も多く、次いで川崎区及び多摩区が各１４．３８人となっています。 

なお、今シーズンにインフルエンザ様疾患として健康安全研究所に搬入され
た３２検体中１９検体からインフルエンザウイルスが検出されており、その内
訳は、ＡＨ１ｐｄｍ０９型が１５件、Ａ香港型が３件、Ｂ型が１件でした。 
 今シーズンは１１月下旬以降、小学校や中学校等の集団施設における学級閉
鎖の報告数も急増していますので、咳エチケットやマスクの着用、手指衛生等
の予防対策を徹底しましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第４９週報告数第１位 インフルエンザの流行発生注意報が発令されました！

令和６年１２月２日（月）～令和６年１２月８日（日）〔令和６年第４９週〕の感染症発生状況 

第４９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１１．４１人と前週（６．３１人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．７０人と前週（３．４９人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．８１人と前週（２．７６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第４９週報告数第３位 

第４９週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１２月１０日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 患
者 

川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 

川崎市におけるインフルエンザ分布マップ 
（令和６年第４９週） 

【感染症発生動向調査事業から】
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 感染性胃腸炎は、ウイルス（ノロウイルスやロタウイルス等）や細菌等を病

原体とする感染症で、通常秋から冬にかけて患者報告数が増加します。 

川崎市においても、令和６年は感染性胃腸炎の定点当たり報告数が１２月上

旬から増加しており、第５０週（１２月９日～１２月１５日）には６．６５人

となりました。流行のピークは例年１２月から１月にみられることから、今後

さらに患者数が増加する可能性もあります。 

感染の拡大を防止するためには、感染した方の便や吐物を適切に処理するこ

とが重要です。特に冬季に多くみられ 

るノロウイルスに対しては、塩素消毒 

液が有効ですので、適切な濃度の消毒 

液を使用するようにしましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第５０週報告数第１位 冬場は感染性胃腸炎にも御注意ください！ 

令和６年１２月９日（月）～令和６年１２月１５日（日）〔令和６年第５０週〕の感染症発生状況 

第５０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）伝染性紅斑でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２３．０２人と前週（１１．４１人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．６５人と前週（４．７０人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．７８人と前週（２．７８人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

第５０週報告数第３位 

第５０週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１２月１７日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

塩素消毒液（次亜塩素酸ナトリウム希釈液）の作り方 

※おう吐物等の酸性のものに直接原液をかけると、有毒ガスが発生
することがありますので、必ず「使用上の注意」をよく確認して
から使用してください。 

※次亜塩素酸ナトリウムは使用期限内のものを使用してください。

川崎市における感染性胃腸炎発生状況 
-令和元年第１週～令和６年第５０週- 
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【感染症発生動向調査事業から】
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流行発生警報基準値

 川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和６年第５１週
（１２月１６日～２２日）に５９．９２人となり、流行発生警報基準値（定点
当たり３０．００人）を超えました。さらに、基幹定点からの入院患者の報告
数も定点当たり７．００人と、前週（２．００人）から急増しています。 

本市のリアルタイムサーベイランスにおいても、１２月中旬以降患者数の急
激な増加がみられており、第５１週は、特に宮前区において医療機関当たり報
告数が多くなっています。 

インフルエンザは高熱が続くだ
けでなく、肺炎や脳炎等を合併す 
ることもあります。症状の変化に 
は十分注意し、悪化する場合は早 
めに医療機関を受診しましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第５１週報告数第１位 インフルエンザの流行発生警報発令！～入院患者も急増しています～

令和６年１２月１６日（月）～令和６年１２月２２日（日）〔令和６年第５１週〕の感染症発生状況 

第５１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は５９．９２人と前週（２３．０２人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．１４人と前週（６．６５人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．９７人と前週（２．１５人）から増加しました。

第５１週報告数第３位 

第５１週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１２月２４日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 患
者 

川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

リアルタイムサーベイランスにおける
Ａ型インフルエンザ分布マップ（令和６年１２月） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 
令和 6 年１２月２４日１３時時点 

１２月２日 １２月９日

１２月１６日 １２月２３日

川崎区 
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【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第５２週・第１週報告数第１位 海外から帰国後は体調変化に注意しましょう！ 

年末年始の長期休暇に海外旅行をされた方も多いかと思います。帰国後に体
調不良を訴える方は多いとされており、国内で発生していない感染症にり患し
ている可能性もあります。帰国後に発熱や下痢、発しん等の症状がみられる場
合は、事前に医療機関に電話等で相談の上、受診を検討しましょう。また、受
診の際には適切な診断を受けるために、症状に加えて、渡航先や渡航期間、渡
航中の行動歴等を医療機関にお伝えください。 

令和６年１２月２３日（月）～２９日（日）〔令和６年第５２週〕及び令和６年１２月３０日（月）～令和７年１月５日（日）〔令和７年第１週〕の感染症発生状況 

令和６年第５２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

令和７年第１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

令和６年第５２週のインフルエンザの定点当たり患者報告数は７２．２８人と前週（５９．９２人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

令和７年第１週は、年末年始で多くの医療機関が休診であったため、ほとんどの疾患で報告数が減少しています。 

第５２週報告数第２位・第１週報告数第３位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和７年１月７日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

 発展途上国から帰国した人
の２～３％にみられます。自
然におさまることもあります
が、一部の感染症は急速に進
行し、命にかかわる場合もあ
ります。 

 
 海外旅行に行った人の半数
以上が旅行先で下痢を起こす
といわれています。通常は数
日でおさまりますが、症状が
続く場合は、寄生虫による感
染症等も考えられます。 

 
ウイルスや細菌、寄生虫等

が原因で出現することがあり
ます。発熱を伴う場合はマラ
リア等の全身性感染症の可能
性もあり、緊急で処置が必要
になることもあります。

発熱 下痢 発しん 

医療機関受診前のチェックリスト 

厚生労働省検疫所（FORTH）ホームページ 「病院にかかる前のチェックシート」から抜粋 

□生の水を飲んだ  
□氷入りの飲み物を飲んだ  
□加熱していない野菜や果物を食べた  
□屋台の食品を食べた
□湖や川の水を飲んだ
□湖や川の水を触った  
□湖や川の中に入った（泳いだ）

□蚊に刺された
□ダニに咬まれた
□動物に咬まれた
□動物に触った
□不特定対象の性行為があった
□周囲に体調の悪い人がいた
□現地で治療を受けた
        

ワクチン接種歴も
確認しましょう！
□麻しん
□Ａ型肝炎
□Ｂ型肝炎
□狂犬病
□ポリオ
□破傷風

第５２週報告数第３位・第１週報告数第２位 
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